
在宅医療・介護連携
推進事業の取組
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令和6年度
いなべ在宅医療・介護連携推進事業
取り組み報告

運営委員会メンバー

・いなべ医師会代表

・桑員歯科医師会代表

・桑名地区薬剤師会代表

・看護職代表

・リハビリ職代表

・学識経験者代表

・三重県介護支援専門員協会桑員支部代表

・ 三重県訪問看護ステーション連絡協議会桑員地区ブロック代表

・介護サービス事業所代表

・桑名市消防本部代表
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令和6年度いなべ地域が目指す “階層別連携コーディネート”

◆一次連携 【連携拠点と一職種による連携】

⇒課題の抽出と解決策の検討・実践

・同職種（職能団体）又は同サービス事業者ごとに、ざっくばらんな打合せ会の実施 ⇒ 課題を抽出

・同職種や同サービス事業者の課題 ⇒ 自らが解決策を検討・実践
他職種や他サービス事業者など複数にまたぐ課題・ニーズ ⇒ 二次連携につなげる
地域全体の課題 ⇒ 三次連携、四次連携につなげる

◆二次連携 【連携拠点が仲介する複数の職種等の連携】
⇒一次連携で確認された課題やニーズをマッチングをすることで、連携のフレームを構築
・抽出された課題 ⇒ 複数職種・複数サービス事業者間で情報交換会や意見交換会、研修会等を実施

◆三次連携 【多職種が一同に会する機会】

⇒地域全体のコンセンサス形成の場、推進方針等を決める場

◆四次連携 【住民も含めての連携】

⇒地域全体の課題について、住民への啓発や住民との情報交換会、意見交換会等を実施

重点目標
「最善の医療・介護サービスが提供できる環境づくり」

～自分の望む場所で最期を迎えられる地域を目指して～
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“階層別連携コーディネート” 一次連携（一職種の連携）

各職能団体又は類似事業所団体との打合せ会
▶三重県看護協会桑員地区支部 つなげる看護研修会参加

テーマ：「地域でつなぐ心臓リハビリテーションpart2」

日 時： 令和6年１1月7日（木）18:00～20:00

▶令和6年度 第3回ＭＳＷ・ＰＳＷ部会

（桑名・いなべ地域）への参加

同職種や同サービス事業者の課題解決にむけて

▶病院薬剤師と開業薬剤師との連携推進研修

～顔の見える関係づくり～

日時：令和6年10月10日（木）１８：００～19：00
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“階層別連携コーディネート”二次連携 （連携拠点が仲介する複数の職種等の連携）

入退院連携支援会議
▶目的：①各病院と包括支援センターとの入退院連携について、現在の状況の把握、課題の抽出

②病院とのやりとりで解決できる点については、改善案を検討する

③共通する課題については、いなべ地域全体の課題として運営委員会等で検討する

日時：第1回 令和6年 4月5日（金）15:00～15：30

第2回 令和6年10月4日（金）15：00～16：00

場所：いなべ総合病院会議室

身寄りのない人の支援会議
▶目的：身寄りのない方を取り巻く現状と課題、支援の優先度を明確にし、地域課題に取り組む

日時：令和6年4月16日(火）,5月28日(火），11月22日（金）,令和７年1月28日（木）

メンバー：行政職員,地域包括支援センター等

アドバイザー：三重県地域包括ケアシステム

アドバイザー制度を利用
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“階層別連携コーディネート”三次連携（多職種が一同に会する機会）

いなべ在宅医療・介護連携研究会
▶第1回

日 時：令和6年7月25日（木）午後6時30分～午後8時00分

講 師：株式会社スノーム代表取締役白石みどり氏（公認心理師 看護師）

テーマ：医療・介護支援者のメンタルヘルス ～どうしたらいい？心のケア～

参加人数：63名（いなべ市・東員町の医療・介護関係者など）

医師会との合同研修会
▶第1回

第１部 「介護認定審査会における主治医意見書の重要性」

第２部 「難聴者が補聴器を満足して使用するために

～不満足な場合の理由とその対策～」

講師：柘植勇人氏

日時：令和6年11月9日（土） 午後2時30分～ 4時30分

場所：三重北医療センターいなべ総合病院

参加者：48名
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“階層別連携コーディネート”四次連携（住民も含めての連携）

～住民啓発～
イベントでのポスター掲示
▶いなべ市みんなで支え合う地域づくりミニフォーラム,三重県内男
女参画連携映画祭2024,令和6年度東員町認知症普及啓発事業

「人生会議の日」強化月間～１１月３０日は人生会議の日～

いなべFM
みんなで支える高齢社会

健康フェスinイオンモール東員
▶専門職による各種健康測定・体験コーナー
市民公開講演会 玉置妙憂氏講演会

出前講座
▶「元気な時に始める老い支度」
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松阪市
在宅医療・介護連携
推進事業の取組



松阪市啓発事業
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